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●要約 

著者らは、フリーラジカルの発生、反応、およびその結果は、多くの病理的事象に結び

ついていると述べる。著者らは、アムリット４およびアムリット５がＣｕ+2 を触媒に

したＬＤＬの酸化を抑制することを示した。本研究で著者らは、アムリット４およびア

ムリット５がＥＣおよびＳＬで誘発されるＬＤＬの酸化を抑制できることを調査する

ために、ＥＣまたはＳＬを使用した場合と使用しない場合、および、いろいろな濃度で

アムリット４およびアムリット５を添加した場合と添加しない場合について、ＬＤＬを

培養する実験した。アムリット４の水性およびアルコール性の抽出物は共に、ＥＣおよ

びＳＬで誘発されるＬＤＬの酸化を、それらの濃度に応じた程度に抑制した。ＥＣおよ

びＳＬで誘発されるＬＤＬの酸化を５０％抑制するアムリット４の濃度（μｇ／２ｍ

ｌ）は、水性抽出物ではそれぞれ９８．４±７．３と８４０．６±１９６．６、アルコ

ール性抽出物ではそれぞれ４５．３±１９．９と２４６．４±３２．５であった。アム

リット５の場合、アルコール性抽出物はＥＣで誘発されるＬＤＬの酸化を抑制したが、

水性抽出物は抑制しなかった。それとは対照的に、水性抽出物はＳＬで誘発されるＬＤ

Ｌの酸化を抑制したが、アルコール性抽出物は抑制しなかった。ＳＬで誘発されるＬＤ

Ｌの酸化の抑制に対するアムリット５水性抽出物のＩＣ50 は、５０３．０±１３９．

４であった。ＥＣで誘発されるＬＤＬの酸化の抑制に対するアムリット５アルコール性

抽出物のＩＣ!!５０!!は、ＴＢＡＲＳでは６．４±２．７、共役ジエンでは８．４±３．

８であった。しかしながら、アムリット４およびアムリット５の水性およびアルコール

性抽出物はいずれも、リノール酸が酸化されて★13 hydroxy-cis-9,trans 11 

octadecadienoic acid★になることに影響を及ぼさなかった。以上の結果は、アムリッ

ト４およびアムリット５は、酵素の活性を抑制するのではなくフリーラジカルを除去す

ることによって、ＥＣおよびＳＬで誘発されるＬＤＬの酸化を抑制していることを示唆

している。アムリット４およびアムリット５のこの抗酸化作用は、アテローム性動脈硬

化につながる血管損傷の予防に対して有効であると考えられる。 

 

 

診断医療のフリーラジカルに関する国際シンポジウム（１９９３年１０月７～９日、ニ

ューヨーク州バッファロー）で発表。 


